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【誤訳訂正書】
【提出日】平成29年1月30日(2017.1.30)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１９】
　以前の指示を修正することが、目標厚さと比較して薄すぎる測定された眼科用デバイス
の領域内で、指示を強めることを含んでもよい。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２１】
　以前の指示を修正することが、目標厚さと比較して厚すぎる測定された眼科用デバイス
の領域内で、指示を弱めることを含んでもよい。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９３】
　３００において、両側収束モダリティを後続のＤＭＤ指示３０４に適用することが示さ
れる。後続のＤＭＤ表示指示３０４は、目標厚さ値３０２と比較して、測定レンズ３０３
上で厚すぎる領域を作成した、以前のＤＭＤ表示指示３０１のエリア３０７における指示
の弱まりをもたらす。エリア３０７において、後続の指示は、以前の指示と比較して弱め
られる。加えて、後続のＤＭＤ表示指示は、目標厚さ値３０２と比較して、測定レンズ３
０３上で薄すぎる領域を作成した、以前のＤＭＤ表示指示３０１のエリア３０８における
指示の強まりをもたらす。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９５
【訂正方法】変更



(2) JP 2013-231954 A5 2017.3.9

【訂正の内容】
【００９５】
　４００において、後続のＤＭＤ表示指示４０４において厚化ラチェット指示４０５を利
用することにより、片側収束モダリティを適用することが示される。後続のＤＭＤ指示４
０４は、目標厚さ値４０２と比較して、測定レンズ４０３上で薄すぎる領域４０７を作成
した、以前のＤＭＤ表示指示４０１のエリア４０８における指示の強まりをもたらす。加
えて、後続のＤＭＤ指示４０４は、目標厚さ値４０２と比較して厚すぎる、測定レンズ４
０３の領域４０６を作成した、以前の表示指示４０１から変わらないままである。したが
って、後続反復に対して、測定レンズ４０３上で薄すぎる領域４０７をもたらした、以前
の表示の部分にのみ調整が行われ、一方で、他のエリア４０９は、後続のＤＭＤ指示４０
４において変わらないままである。以前の指示は、目標厚さ値４０２と比較して厚すぎる
、測定レンズ４０３の領域４０６を作成した、以前の指示の領域４０９において使用され
るものである。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９７】
　５００において、後続のＤＭＤ表示指示５０４において薄化ラチェット指示５０５を利
用することにより、片側収束モダリティを適用することが示される。後続のＤＭＤ指示５
０４は、目標厚さ値５０２と比較して、測定レンズ５０３上で厚すぎる領域５０６を作成
した、以前のＤＭＤ表示指示５０１の指示の弱まりのみをもたらす。加えて、後続のＤＭ
Ｄ指示５０４は、目標厚さ値５０２と比較して薄すぎる、測定レンズ５０３のエリア５０
７を作成した、以前の表示指示５０４から変わらないままである。したがって、後続反復
に対して、測定レンズ５０３上で厚すぎる領域５０６をもたらした、以前の表示の部分に
のみ調整が行われ、一方で、他のエリアは、後続のＤＭＤ指示５０４において変わらない
ままである。５０９において、後続の指示は、以前の指示と比較して弱められる。５０８
において、以前の指示が使用される。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１３７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１３７】
　態様１０　前記厚化ラチェット指示が、前記以前のＤＭＤ表示の１つ又は２つ以上の部
分において、前記指示の強められた前記値を含む、態様９に記載の装置。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１３９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１３９】
　態様１２　前記薄化ラチェット指示が、前記以前のＤＭＤ表示の１つ又は２つ以上の部
分において、前記指示の弱められた前記値を含む、態様１１に記載の装置。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１６６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【０１６６】
（１１）　前記ブレンドゾーンが、前記選択されたマスキング領域を、非マスキング領域
のうちの１つ又は２つ以上に接続する、１つ又は２つ以上の特定ゾーンを含む、実施態様
１０に記載の方法。
（１２）　前記収束プロセスが、収束モダリティを含む、実施態様１～１１のいずれかに
記載の方法。

（１３）　前記収束モダリティが、目標厚さと比較して厚すぎる前記測定された眼科用デ
バイスの領域内で、前記以前の指示を修正することと、目標厚さと比較して薄すぎる前記
測定された眼科用デバイスの領域内で、前記以前の指示を修正することと、を含む、実施
態様１２に記載の方法。
（１４）　前記収束モダリティが、前記目標厚さと比較して薄すぎる前記測定された眼科
用デバイスの領域内でのみ、前記以前の指示を修正することを含む、実施態様１２に記載
の方法。
（１５）　前記以前の指示を修正することが、前記目標厚さと比較して薄すぎる前記測定
された眼科用デバイスの前記領域内で、指示を強めることを含む、実施態様１３又は１４
に記載の方法。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１６７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１６７】
（１６）　前記収束モダリティが、前記目標厚さと比較して厚すぎる前記測定された眼科
用デバイスの領域内でのみ、前記以前の指示を修正することを含む、実施態様１２に記載
の方法。
（１７）　前記以前の指示を修正することが、前記目標厚さと比較して厚すぎる前記測定
された眼科用デバイスの前記領域内で、指示を弱めることを含む、実施態様１３又は１６
に記載の方法。
（１８）　前記収束モダリティが、ピストンシフト技術を含む、実施態様１２～１７のい
ずれかに記載の方法。
（１９）　前記ピストンシフト技術が、以前のＤＭＤ表示指示の選択部分のうちの１つ又
は２つ以上の等量の均一シフトを実施することを含む、実施態様１８に記載の方法。
（２０）　前記収束モダリティが、頂点ロック技術を含む、実施態様１２～１７のいずれ
かに記載の方法。
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